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ギ
リ
ス

l
l寓
葉
集
「
臆
蜂
・
幡
」
考
｜
｜

一
、
高
葉
集
の

「
臆
陣
・
臆
」

『
万
葉
集
』
の
現
行
の
テ
キ
ス
ト
類
で
は
、

暮2
月ず
夜よ

湯
心E原
毛2王
思し時
努の解
力ミに歌

白k首
露3
乃の

お
く
こ
の
に
は
に
こ
ほ
ろ
ダ
な
く
も

置
此
庭
忽
臆
陣
鳴
毛
（
8
一
五
五
一
〉

詠
v
螺

あ

き

か

ぜ

り

さ

U
〈

ふ

〈

な

へ

わ

が

や

ど

の

あ

さ

ぢ

が

も

と

に

こ

ほ

る

ぎ

な

く

も

秋
風
之
寒
吹
奈
倍
吾
屋
前
之
浅
茅
之
本
匁
螺
陣
鳴
毛
（
叩
一
二
五
八
）

か

げ

〈

さ

の

お

ひ

た

る

や

ど

の

ゆ

ふ

か

げ

に

な

く

己

ほ

ろ

ぎ

は

き

け

と

あ

か

ぬ

か

も

影

草

乃

生

有

屋

外

之

暮

陰

年

鳴

熔

障

者

難
v
聞
不
v
足
可
聞
（
刊
一
二
五
九
）

に

は

〈

き

に

む

ら

さ

め

ふ

り

て

と

ほ

ら

ぎ

の

な

く

こ

ゑ

主

け

ぽ

あ

き

づ

き

に

け

り

庭
草
年
村
雨
落
而
熔
蜂
之
鳴
立
日
間
者
秋
付
伝
家
里

（
叩
一
二
六

O
〉

熔主
障会
之の

寄

:i臆

あ
き
の
よ
を

秋
夜
乎

寝
験
無

ま
〈
ら
と
あ
れ
と
は

枕
与
吾
者
（
叩
二
二
六
回
）

コ
ホ
ロ
ギ
は
キ
リ
ギ
リ
ス
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t

’
 

上

富

士
口



草；
深t

寄

臆5元
主多は

鳴
屋
前

芽
子
見
公
者

何
時
来
益
牟
（
叩
二
二
七
一
）

総Z
蝉主
之の

旋
主主あ

定頭
隔空歌

な
六
つ
つ
も
と
な

鳴
乍
本
名

起
居
管

君
乍
感
年

い
ね
か
て
な
く
に

宿
不
v
勝
年
（
叩
二
三
一

O
）

の
如
く
、
仮
名
表
記
の
例
は
な
く
、
漢
字
表
記
で
、

蛇

7
語
（
問
題
－

m
－
m
・

m
－
m
－
m
・
捌
）

3
語
（
問
題
－

m題
－

m〉

幌、
瞬、

の
計
叩
語
の
す
べ
て
「
こ
ほ
ろ
ぎ
」
と
訓
読
さ
れ
て
い
る
。

コ
ホ
ロ
ギ
は
今
は
一
種
類
の
虫
の
名
で
あ
る
が
、
万
葉
の
こ
ろ
は
秋
鳴
く
虫
を
総
べ
て
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
（
日
本
古
典
文
学
大

声

hυ

系
『
世
間
葉
集
』
八
街
頭
注
。
昭
和
制
年
9
月〉

今
日
い
う
こ
お
ろ
ぎ
類
ば
か
り
で
な
く
、
す
ず
む
し
、
ま
つ
む
し
、

ヮ“

本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』
八
日
頭
注
。
昭
和
灯
年
5
月〉

か
ん
た
ん
な
ど
の
、
秋
鳴
く
足
を
広
く
さ
し
た
か
、
と
い
う
。
（
日

今
日
い
う
、
こ
お
ろ
ぎ
類
の
ほ
か
に
、
す
ず
む
し
・
ま
つ
む
し
・
き
り
ぎ
り
す
な
ど
、
秋
鳴
く
虫
を
広
く
さ
し
た
か
と
い
わ
れ
る
。



。，“

今
の
こ
お
ろ
ぎ
の
み
な
ら
ず
、
秋
に
鳴
く
虫
の
総
称
と
も
い
う
。
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
万
葉
集
』
八
日
頭
注
。
昭
和
田
年
日
月
）

今
の
コ
オ
ロ
ギ
を
主
に
マ
ツ
ム
シ
・
ス
ズ
ム
シ
な
ど
秋
に
鳴
く
虫
の
総
称
か
と
い
う
。
平
安
朝
の
キ
リ
ギ
リ
ス
も
同
義
で
あ
る
が
、
今
の

つゐ

キ
リ
ギ
リ
ス
で
は
な
い
。
（
旺
文
社
文
庫
『
万
葉
集
制
』
八
日
脚
注
。
（
元
版
『
現
代
語
訳
対
照
万
葉
集
』
。
昭
和
勾
年
9
月
、
）
昭
和
田
年
4
月
）

’i
 

。，“

広
く
コ
オ
ロ
ギ
・
キ
リ
ギ
リ
ス
ら
秋
の
虫
を
い
う
か
。
（
講
談
社
文
庫
『
万
葉
集
白
』
八
郎
脚
旺
。
昭
和
国
年
2
月
）

0
0
 

今
の
こ
お
ろ
ぎ
か
。
秋
鳴
く
虫
の
総
称
と
も
い
う
。
（
角
川
文
庫
『
万
葉
集
・
ト
－
巻
』
（
十

μ脚
注
。
昭
和
印
年
3
月
）

と
い
う
よ
う
に
、
「
コ
ホ
ロ
ギ
」
と
訓
み
、
「
秋
の
鳴
く
虫
の
総
称
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

現
行
辞
書
類
に
み
る

「
臆
蜂
・
臆
」

現
行
の
辞
書
類
で
は
、

き
り
ぎ
り
す
〔
盆
斯
・
蛇
僻
〕
（
鳴
き
声
に
基
づ
く
語
か
。

ス
は
鳥
や
虫
な
ど
飛
ぶ
も
の
に
い
う
語
〉
①
コ
オ
ロ
ギ
の
古
称
。

〈
中
略
〉

②
バ
ッ
タ
日
（
直
趨
類
〉
キ
リ
ギ
リ
ス
科
の
昆
虫
。

〈
中
略
〉
盛
夏
、
原
野
に
多
い
。
雄
は
、
「
ち
ょ
ん
ぎ
い
す
」
と
鳴
く
。
ぎ
す
。
ぎ

っ
ち
ょ
。
は
た
お
り
。
部
（
さ
）
の
鶏
。

〈
後
略
〉
（
『
広
辞
苑

第
四
版
』
）

コ
ホ
ロ
ギ
は
キ
リ
ギ
リ
ス



四

こ
お
ろ
ぎ
山
内
〔
聴
蝉
〕
①
パ
ッ
タ
目
コ
オ
ロ
ギ
科
の
昆
虫
の
総
称
。

〈
中
略
〉
雄
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
鳴
く
。

八
中
略
〉
い
と
ど
、
ち
ち

ろ
む
し
。
古
名
き
り
ぎ
り
す
。

八
中
略
〉
②
古
く
は
、
秋
鳴
く
虫
の
総
称
。
万
一

O
「
わ
が
宿
の
浅
茅
が
も
と
に
｜
｜
鳴
く
も
」

〈
中
略
〉

（
『
広
辞
苑

第
四
版
』
〉

き
り
ぎ
り
す
【
盆
蛸
〕
〔
名
〕
①
昆
虫
「
こ
お
ろ
ぎ
（
臆
蝉
）
』
の
古
名
。
八
季
・
秋

V
＊
神
楽
歌

i
小
前
張
・
螺
降
「
八
本
〉
支
利
支
利

須
（
キ
リ
ギ
リ
ス
）
の
妬
（
ね
た
）
さ
慨
（
う
れ
た
）
さ
や
御
園
生
（
み
そ
の
ふ
）
に
参
り
て
木
の
根
を
掘
り
食
〈
は
）
む
で
」
＊
新
撰

支
利
支
利
須
」
〈
中
略
〉
②
キ
リ
ギ
リ
ス
科
の
昆
虫
。

字
鏡
「
熔
僻
師

〈
中
略
〉
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
野
原
の
草
む
ら
に
多
く
、
長
い
う

分
布
。
ぎ
す
。
ぎ
っ
ち
ょ
。

し
ろ
あ
し
で
よ
く
跳
躍
す
る
。
雄
の
腹
端
に
は
剣
状
の
産
卵
管
が
あ
る
。
雄
は
チ
ョ
ン
、
ギ
l
ス
と
鳴
く
。
北
海
道
を
除
く
日
本
各
地
に

は
た
お
り
。
〈
季
・
秋

V
〈
中
略
〉
③
キ
リ
ギ
リ
ス
科
に
属
す
る
昆
虫
の
総
称
。

〈
中
略
〉
キ
リ
ギ
リ
ス
、

ク

ツ
ワ
ム
シ
、

ウ
マ
オ
イ
、

ツ
ユ
ム
シ
な
ど
鳴
く
も
の
が
多
い
。
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
）

こ
お
ろ
ぎ
日
制
【
鯨
蝉
】
〔
名
〕
①
古
く
、
秋
鳴
く
虫
の
総
称
。
＊
万
葉
｜
八
・
一
五
五
二
「
夕
月
夜
（
ゆ
ふ
づ
く
よ
〉
心
も
し
の
に
白
露

の
置
く
こ
の
庭
に
螺
蝉
（
こ
ほ
ろ
ぎ
）
鳴
く
も
〈
湯
原
王
〉
」
ネ
十
巻
本
和
名
抄

l
八
「
鯖
例
文
字
集
略
云
陪
蜘
〈
精
列
二
音

保
呂
岐
〉
」
②
直
趨
白
（
ち
よ
く
し
も
く
）
コ
オ
ロ
ギ
科
の
昆
虫
。
〈
中
略
〉
雄
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
鳴
く
。

和
名
古

古
く
は

「
き
り
ぎ

り
す
」
と
い
っ
た
。
八
季
・
秋

V
〈
中
略
〉
③
コ
オ
ロ
ギ
亜
科
に
属
す
る
昆
虫
の
総
称
。

〈
中
略
〉
エ
ン
マ
コ
オ
ロ
ギ
、

コ
オ
ロ
ギ
、
ミ
ツ

カ
ド
コ
オ
ロ
ギ
な
ど
数
種
あ
る
。
古
く
は
「
き
り
ぎ
り
す
」
と
い
っ
た
。

い
と
ど
。
ち
ち
ろ
む
し
。
八
季
・
秋

V
〈
後
略
〉

（
『
日
本
国

語
大
静
典
』
）

こ
ほ
ろ
ぎ
〔
際
蜂
〕
（
名
）
直
週
日
の
昆
虫
。
現
在
の
こ
お
ろ
ぎ
を
含
め
て
秋
鳴
く
虫
の
総
称
と
い
う
。
す
な
わ
ち
松
虫
・
鈴
虫
・
く
つ



と

陪

ろ

ぎ

チ

わ
虫
そ
の
他
を
総
括
す
る
。
「
白
露
の
置
く
此
の
庭
に
幡
蝉
鳴
く
も
」
（
万
一
五
五
二
〉
「
秋
風
の
寒
く
吹
く
な
へ
吾
が
や
ど
の
浅
茅
が

毛

ト

と

ほ

ゐ

宮

と

ほ

ろ

ぎ

と

ほ

ろ

ぎ

ト

ヨ

下
に
臆
陣
鳴
く
も
」
（
万
一
一
一
五
八
）
「
草
深
み
聴
き
は
に
鳴
く
や
ど
の
」
ハ
万
二
二
七
一
）
「
臆
障
の
吾
が
床
の
へ
に
鳴
き
つ
つ
も
と

な
」
（
万
二
＝
二

O
〉
「
騎
捌
F
W
R
V」
（
和
名
抄
）
【
考
】
平
安
時
代
に
コ
ホ
ロ
ギ
と
呼
ば
れ
た
虫
が
現
在
の
き
り
ぎ
り
す
で
、
キ
リ
ギ

キ

”

ギ

リ

ス

ネ

タ

リ
ス
と
呼
ば
れ
た
虫
が
現
在
の
こ
お
ろ
ぎ
で
あ
る
と
い
う
ι

「
支
利
支
利
須
の
妬
さ
う
れ
た
さ
や
御
園
生
に
参
り
て
木
の
根
を
掘
り
食
む

で
お
さ
ま
さ
角
折
れ
ぬ
」
（
神
楽
臆
僻
〉
の
キ
リ
ギ
リ
ス
は
、
こ
お
ろ
ぎ
に
あ
た
る
。

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Q
時
代
別
国
語
大
辞
典
・
上
代
編
』
〉

と
あ
っ
て
、
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
・
上
代
編
』
に
は
「
き
り
ぎ
り
す
」
の
立
項
は
な
い
。

漢
和
辞
典
類
で
は
、

螺
蝉
w
f
①
識
の
名
。
こ
ほ
ろ
ぎ
。
き
り
ぎ
り
す
。
い
と
ど
。
（
『
大
漢
和
辞
典
』
〉

螺
お
ろ
吉
田
こ
お
ろ
ぎ
。
図
き
り
ぎ
り
す
、
い
と
ど
、
は
た
お
り
。

司
劃
〔
名
義
抄
〕
時
柑
蝉
、
キ
リ
ん
＼
ス
〔
篇
立
〕
螺
キ
リ
／
＼
ス

臆
蝉
w
f
こ
お
ろ
ぎ
。
ハ
白
川
静
『
字
通
』
）

と
あ
っ
て
、
国
語
辞
典
類
と
同
様
で
、
「
コ
オ
ロ
ギ
」
と
訓
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ヨ
ホ
ロ
ギ
は
キ
P
ギ
P
ス

コ
ホ
ロ
ギ
の
コ
ホ
ロ
は
、
そ
の
鳴
き
声
を
模
し
た

五



－＇合
ノ、

、
古
辞
書
類

次
に
古
辞
書
類
を
見
て
み
よ
う
。

『
新
撰
字
鏡
』
虫
部
第
八
十
三
に
、

議
蜂
帥
門
~.丙

ら2
慢話F

と
あ
っ
て
、
「
キ
リ
／
＼
ス
」
と
訓
み
、
「
コ
ホ
ロ
ギ
」
と
は
な
い
。

『
和
名
類
緊
抄
』
巻
十
九
最
芳
類
第
二
百
四
十
に
、

実急
奥手

旦杏兼
事4夫名
跡兆
現名云・

本；捻

主事
二案

審卒

名
品
や
務
内
九

と
あ
っ
て
、
「
キ
リ
キ
リ
ス
」
と
訓
み
、
「
コ
ホ
ロ
ギ
」
と
は
な
い
。
ち
な
み
に
、

「
コ
ホ
戸
、
ギ
」
は
、

回
出
奇
書
祖
”

4

・
曹
点
占
お

文
字
象
略
－
式
特
例
締
切
れ
時
特

と
あ
っ
て
「
崎
例
」
の
訓
み
で
、
「
螺
蝉
」
（
キ
リ
ギ
リ
ス
）
と
区
別
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『
類
索
名
義
抄
』
僧
下
百
十
四
虫
に
、



穏
声器，・

支
岬
h

牢
d

エ－
T
W
F
f
f吋

ぷ
3

去
誕
’
ふ
＆
T
qぐア吋

と
あ
っ
て
、
「
キ
リ
／
ヘ
ス
」
の
訓
み
だ
け
で
、

「
コ
ホ
ロ
ギ
」
の
訓
み
は
な
い
。
ち
な
み
に
、

・
丞
渠
容
認

脅
点
ず
靖
室
ニ
士
一
え

13’ヱ

d

J

d

J

下

tvア
ハ
ヘ
略
、

γ
一校

戸
？
ノ
主
λ

十
d
q・靖川ワエ

J
W
J

，・ル官
$
1

制唱必

と
あ
っ
て
、
「
蚕
」
に
、
「
キ
リ
／
＼
ス
」
、
「
鯖
捌
」
に
、
「
コ
ホ
ロ
ギ
」
と
あ
る
。

『
伊
巴
波
字
類
抄
』
十
巻
本
第
八
⑧
動
物
付
動
物
株
に
、

慈｛
4
句
、
之

立宿

主
向
列
急
t
R

ゐ

』

ゆ
h

－

き
寺
内

ゆ
u
d
ι
w
A

と
あ
り
、
第
七
②
動
物
付
動
物
体
に
、

－F
F
E

‘vs
－v’
骨

a
E
Fキ
キ
也

窓
会

u
h主

と
あ
っ
て
、
「
螺
蝉
」
「
晴
朗
」
と
も
に
「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
と
訓
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
『
日
葡
辞
書
』
に
は
、
「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
の
立
項
は
あ
る

が
、
「
コ
ホ
ロ
ギ
」
は
な
く
、
『
和
英
語
林
集
成
』
に
は
、
「
カ
ウ
ロ
ギ
」

「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
と
も
に
あ
る
が
、

い
づ
れ
も
「
ロ
ユ
n
r
2」
（
コ
オ
ロ

ギ
〉
と
訳
し
て
い
る
。

以
上
、
古
辞
書
類
の
規
範
性
か
ら
見
れ
ば
、
「
蜂
蝉
・
螺
」
は
「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
と
訓
読
す
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

コ
ホ
ロ
ギ
は
キ
リ
ギ
リ
ス

七



八

四
、
現
時
点
の
全
注
釈
・
研
究

で
は
、
現
時
点
の
い
わ
ゆ
る
全
注
釈
・
研
究
類
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
。

『
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
⑤
万
葉
・
歌
謡
』
（
昭
和
的
年
4
月
）
の
「
天
智
天
皇
の
諸
皇
子
・
諸
皇
女
」
の
項
（
神
、
氷
あ
い
子
、
執
筆
〉
の

「
巻
八
、

一
五
五
二
」
に
お
い
て
、

螺
蝉

〈
つ
わ

現
在
の
こ
お
ろ
ぎ
だ
け
で
な
く
、
松
虫
・
鈴
虫
・
轡
虫
を
含
め
た
、
秋
の
虫
の
総
称
。

と
注
す
る
の
み
で
、
『
新
撰
字
鏡
』
・
『
和
名
抄
』
な
ど
の
引
用
は
な
い
。

い
わ
ゆ
る
訓
詰
注
釈
の
初
歩
の
注
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま

一
五
五
二
」
の
「
蝶
僻
」
は
、
万
葉
集
初
出
例
で
あ
り
、
作
者
名
の
明
記
（
湯
原
生
〉
さ
れ
た
唯
一
例
で
あ
り
、
巻
入
は
四
季

分
類
の
最
初
の
巻
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
文
学
史
的
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
初
出
例
で
あ
る
こ
と
等
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
採
れ
。

巻
第
十
』
（
阿
蘇
瑞
枝
、
平
成
元
年
5
月
）
の
、
「
一
二
五
八
」
題
に
つ
い
て
、

た
、
「
巻
入
、

『
万
葉
集
全
注
釈

こ
お
ろ
ぎ
は
、
直
週
目
こ
お
ろ
ぎ
科
の
昆
虫
で
あ
る
が
、
万
葉
集
の
そ
れ
は
、
現
在
の
こ
お
ろ
ぎ
の
み
を
指
す
の
で
は
な
く
て
、
ま
つ

虫
・
鈴
虫
・
く
つ
わ
虫
な
ど
も
含
め
た
、
秋
に
鳴
く
虫
の
総
称
と
い
う
。
集
中
、
七
首
に
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
巻
八
・
一
五
五
二
（
秋
雑

歌

湯
原
王
）
、
巻
十
・
二
一
五
入
J
一
二
六

O
（
秋
雑
歌
〉
、
二
二
六
四
、
二
二
七
一
、
二
三
一

O
（
秋
相
聞
〉
の
よ
う
に
、
巻
入
と
巻

十
の
秩
の
部
に
の
み
見
え
る
。



と
し
、
「
一
二
五
八
」
の
語
注
に
、

コ
ホ
ロ
ギ
は
、
既
述
ハ
「
聴
を
詠
む
」
の
条
〉
。
「
臆
蝉
」
は
、
倭
名
類
来
紗
に
、
「
和
名

り
、
「
崎
捌
」
を
「
和
名
古
保
呂
木
」
と
す
る
が
、
万
葉
集
の
「
螺
蝉
」
は
、
い
ず
れ
も
四
音
の
箇
所
に
あ
り
、
ま
た
、
「
鯖
捌
」
は
、
文

選
の
李
善
注
に
「
幡
陣
、
虫
名
、
俗
に
之
を
騎
捌
と
謂
ふ
」
と
あ
る
の
で
、
時
蝉
を
コ
ホ
ロ
ギ
と
訓
む
の
で
あ
る
。
中
古
以
降
、

O
こ
ほ
ろ
ぎ
鳴
く
も

木
里
木
里
須
」
と
あ

コ
ホ
ロ

ギ
を
キ
リ
ギ
リ
ス
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

モ
は
、
感
動
の
意
を
あ
ら
わ
す
終
助
詞
。

と
し
、
「
ニ

O
こ
ほ
ろ
ぎ

既
出
、
二
一
五
八
参
照
。
万
葉
集
に
お
け
る
こ
お
ろ
ぎ
は
、
現
在
の
こ
お
ろ
ぎ
だ
け
で
は
な
く
、
松
虫
・
鈴
虫
・
く
つ
わ

虫
な
ど
を
含
め
た
、
秋
に
鳴
く
虫
の
総
称
。

と
あ
っ
て
、
『
和
名
抄
』
を
引
用
し
、

四
音
の
字
音
上
、
俗
語
「
コ
ホ
ロ
ギ
」
の
訓
み
を
採
用
し
て
い
る
。

『
万
葉
集
全
注
巻
第
八
』
ハ
井
手
至
・
平
成
5
年
4
月
〉
の
三
五
五
二
」
の
語
注
に
、

O
螺
蜂

今
日
こ
お
ろ
ぎ
と
呼
ば
れ
て
い
る
昆
虫
を
は
じ
め
、
秋
の
草
む
ら
で
鳴
く
、
鈴
虫
、
松
虫
、
く
つ
わ
虫
等
の
総
称
。

と
ほ
ろ
ぎ

ζ
ほ
ろ
ぎ

は
そ
の
声
を
擬
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
「
我
が
や
ど
の
浅
茅
が
下
に
臆
蝉
鳴
く
も
」
（
叩
・
二
一
五
人
）
、
「
螺
蜂
の
我
が
床
の
へ

コ
ホ
ロ

ら
し
く
、
倭
名
抄
に
「
兼
名
苑
云
、
螺
蜂
、

に
鳴
き
つ
つ
も
と
な
」
〈
叩
・
一
一
一
一
一
一

O
）
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
こ
お
ろ
ぎ
は
平
安
時
代
に
は
キ
リ
ギ
リ
ス
と
も
呼
ば
れ
た
（
全
釈
〉

き

り

ぎ

り

す

こ

ほ

ろ

ぎ

一
名
養
岐
利
々
々
須
」
。
「
文
字
集
略
云
、
晴
朗
古
保
呂
岐
」

ま
た

と
あ
っ
て
、

後
者
の

晴

コ
ホ
ロ
ギ
は
キ
P
ギ
P
ス

九



。

捌
」
に
つ
い
て
は
文
選
李
養
注
に
、
「
察
畠
月
令
章
句
日
、
熔
陣
、
虫
名
、
俗
謂
ニ
之
騎
側
一
」
（
巻
二
三
、
張
孟
陽
、
七
哀
詩
〉
と
あ
る
の

き
り
ぎ
り
す
と
ほ
ろ
ぎ

で
、
「
幡
蝉
H
崎
捌
」
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

き
り
ぎ
り
す
己
ほ
ろ
ぎ

と
、
「
轄
蝉
H
崎
捌
」
と
し
て
い
る
。

『
万
葉
集
樺
注
四
』
（
伊
藤
博
、

平
成
8
年
8
舟
）
の
、
「
一
五
五
二
」
の
語
注
に
、

時、
蝉

今
日
の
こ
お
ろ
ぎ
と
同
じ
ら
し
い
。
単
に
「
螺
」
と
も
（
叩
二
二
六
四
題
調
ほ
か
〉
。
平
安
期
に
入
っ
て
こ
れ
を
き
り
ぎ
り
す
と

も
い
っ
た
の
で
、
諸
説
が
あ
る
。
今
の
こ
お
ろ
ぎ
の
み
な
ら
ず
、
ま
つ
む
し
、
す
ず
む
し
、
き
り
ぎ
り
す
な
ど
、
秋
に
鳴
く
虫
の
総
称
と

キ
”
が
－

P
ス

一
名
養
、
岐
利
々
々
須
」
と
あ
り
、

見
る
説
（
佐
佐
木
『
評
釈
』
〉
は
も
っ
と
も
あ
た
り
さ
わ
り
が
な
い
。
『
倭
名
抄
』
（
八
〉
に
「
鱈
陣
、

H
V

ホ
’
ギ

ま
た
「
騎
例
、
古
保
呂
岐
と
あ
る
。

一
方
「
晴
捌
」
は
、
『
文
選
』
李
善
注
に
「
略
陣
、
虫
名
、
俗
謂
ニ
之
賄
側
－
」
（
巻
二
十
三
、
張
孟
陽
七

哀
詩
〉
と
あ
る
。

と
あ
っ
て
、
「
熔
蝉
」
即
「
賄
側
」
で
、

「
コ
ホ
ロ
ギ
」
の
訓
み
を
採
用
し
、
「
秋
に
鳴
く
虫
の
総
称
」
と
し
て
い
る
。

五
、
訓
読
「
コ
ホ
ロ
ギ
」
説

『
校
本
万
葉
集
』
の
底
本
で
あ
る
「
西
本
願
寺
本
」
は
「
キ
リ
キ
リ
ス
」
で
あ
り
、
『
万
葉
代
匠
記
』
以
前
の
古
写
本
・
古
注
釈
書
類
は
す
べ

て
「
キ
リ
キ
リ
ス
」
と
読
ん
で
お
り
、
『
新
撰
字
鏡
』
・
『
和
名
抄
』
な
ど
古
辞
書
類
が
、
「
螺
蝉
・
幡
」
を
「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
と
訓
読
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
和
名
抄
』
の
「
俗
に
コ
ホ
ロ
ギ
と
云
ふ
」
の
「
コ
ホ
ロ
ギ
」
を
、
現
行
の
す
べ
て
の
テ
キ
ス
ト
・
注
釈
書
・
辞
書
が
と



一
つ
に
は
、
江
戸
末
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
永
く
広
く
読
ま
れ
た
『
万
葉
集
略
解
』
に
あ
り
、
そ
れ
を
基
に
万
葉
語
を

（注
2
）

採
用
し
た
『
大
日
本
国
語
辞
典
』
（
上
国
高
年
・
松
井
筒
治
、
大
正
4
年
初
版
）
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
『
略
解
』
の
「
巻
入
、

っ
て
い
る
原
因
は
、

一
五
五
二
」

螺
蝉
旧
訓
き
り
／
＼
す
と
よ
み
た
れ
ど
、
す
べ
て
集
中
此
字
を
き
り
／
，
＼
す
と
訓
て
は
、

し
ら
ベ
と
与
の
ひ
が
た
け
れ
ば
、
翁
は
こ
ほ
ろ

ぎ
と
よ
ま
れ
し
也
、
和
名
抄
文
字
集
暮
云
、
晴
例
精
列
二
音
、
和
名
古
保
目
木
と
有
に
よ
り
て
也
、
春
海
云
、
晴
例
と
い
ふ
名
は
文
選
晋

張
孟
陽
七
哀
詩
に
、
仰
聴
ニ
離
鴻
鳴
↓
情
聴
－
一
晴
吟
一
と
見
え
、
李
善
が
註
に
、
易
通
卦
験
日
、
立
秋
晴
捌
鳴
、
禁
畠
月
令
章
句
日
、
軽
蝉
虫

名
、
俗
謂
ニ
之
矯
例
一
と
い
ひ
、
又
古
詩
に
牒
蜂
吟
、
騎
例
吟
と
通
は
し
て
は
常
に
い
へ
り
、

か
与
れ
ば
騎
捌
と
憶
障
は
同
物
な
れ
ば
、
情

酬
に
古
保
白
木
と
有
に
て
、
古
よ
り
臆
僻
に
こ
ほ
ろ
ぎ
の
名
有
事
し
る
し
、
良
和
名
抄
に
兼
名
苑
云
、
螺
降
一
名
益
、
和
名
木
里
木
里
須

と
み
え
た
れ
ば
、
き
り
／
＼
す
の
名
も
古
く
い
へ
る
名
な
る
べ
し
、
其
外
委
し
く
春
海
論
ひ
お
け
る
事
あ
れ
ど
こ
与
に
署
き
ぬ
、

と
あ
っ
て
、
翁
（
賀
茂
真
淵
）
の
『
万
葉
考
』
の
本
文
に
は
、
『
こ
ほ
ろ
ぎ
」
と
訓
ん
だ
だ
け
で
、
そ
の
理
由
を
述
べ
で
は
い
な
い
。

は
じ
め
て
、
「
コ
ホ
ロ
ギ
」
説
を
提
唱
し
た
の
は
、
荷
田
春
満
『
万
葉
集
童
蒙
抄
』
で
あ
る
。
そ
の
「
巻
八
、

一
五
五
二
」
に
、
〈
傍
線
ば
、

川
上
）

湯
原
玉
轄
蜂
歌
一
首

螺
障
、
和
名
抄
第
十
九
虫
芳
類
云
、
際
降
、
兼
名
苑
云
諸
問
一
名
養
一
緒
一
凱
ト
暗
縦
、
和
如
v
此
あ
れ
ど
も
上
代
は
こ
ふ

剖
劃
剖
訓
し
た
り
と
見
む
吋
が
。
今
一
去
き
り
件
＼
す
と
は
不
v
合
也
。
字
書
に
は
晴
朗
の
一
名
を
牒
障
と
注
せ
り
。
し
か
れ
ば
紛
れ
た
る

事
あ
る
か
嘗
集
の
歌
に
、
此
螺
障
を
き
り
件
＼
す
と
讃
み
て
は
歌
の
意
合
は
ず
。
こ
ふ
ろ
ぎ
と
譲
ま
で
は
聞
え
ぬ
歌
共
あ
り
。
後
京
極
撮

政
の
、
き
り
ふ
＼
す
鳴
や
霜
夜
の
御
歌
も
、
こ
ふ
ろ
ぎ
の
な
く
霜
夜
に
で
あ
る
べ
し
。
き
り
件
＼
す
は
霜
な
ど
降
る
節
鳴
く
も
の
に
あ
ら

コ
ホ
ロ
ギ
は
キ
リ
ギ
リ
ス



ず
。
こ
れ
ら
も
不
審
の
義
也
此
歌
の
次
第
も
、
時
雨
の
ふ
る
時
節
は
、
も
早
き
り
λ
＼
す
は
撃
を
出
す
も
の
に
あ
ら
ず
。
古
と
今
と
は
時

令
も
替
り
し
故
、
そ
の
時
代
は
き
り
λ
＼
す
の
鳴
き
け
る
か
。
此
義
不
審
也
。
崎
酬
の
一
名
を
時
解
と
も
い
ひ
し
故
、
こ
ふ
ろ
ぎ
の
字
に

用
た
る
に
も
や
あ
ら
ん
。
此
歌
の
詞
は
、
き
り
ん
＼
す
と
讃
み
て
も
足
り
蝕
り
も
無
く
、

一
字
齢
り
迄
の
歌
に
よ
ま
る
れ
共
、
此
集
の
歌

に
よ
り
て
、
き
り
メ
＼
す
と
は
讃
難
き
歌
あ
り

と
し
、
「
巻
十
、
二
一
五
八
」
に
、

蛇
僻
の
事
前
に
注
せ
る
如
く
、
き
り
ん
＼
す
と
讃
み
て
は
此
歌
と
も
不
v
合
也
。
こ
ほ
ろ
ぎ
の
事
と
見
ゆ
る
を
古
く
誤
り
来
れ
る
也
〈
中

略
〉
此
歌
き
り
ん
＼
す
と
讃
み
て
は
、
時
節
も
秋
更
け
た
る
時
節
、
又
詞
も
蝕
れ
り
。
後
京
極
殿
の
、
霜
夜
の
さ
む
し
ろ
に
と
詠
給
ふ

も
、
こ
ほ
ろ
ぎ
に
て
無
け
れ
ば
不
v
合
義
此
歌
に
同
じ
。
和
名
に
も
、
き
り
ん
＼
す
と
酎
挙
げ
た
れ
ば
、
順
も
考
へ
洩
ら
さ
れ
た
る
欺
。
兎

に
角
き
り
ん
＼
す
は
、
仲
秋
の
頃
は
最
早
稀
に
鳴
く
也
。
夏
専
と
鳴
く
な
れ
ば
、
時
代
の
変
化
に
て
、
昔
と
今
と
は
時
令
も
た
が
へ
る
事

あ
ら
ん
か
。
な
れ
ど
歌
の
詞
悉
く
き
り
よ
＼
す
と
讃
み
て
は
字
飴
り
に
な
る
也

と
し
、
「
巻
十
、
二
一
六

O
」
に
、

螺
降
之

此
之
の
字
助
語
な
ど
と
注
せ
る
説
有
。
是
き
り
λ
＼
す
に
て
有
ま
じ
き
と
見
る
詮
也
。
き
り
ん
＼
す
と
読
ま
ば
、
之
の
字
無
く

て
も
き
り
ん
＼
す
鳴
く
戸
聞
け
ば
と
読
み
て
済
む
べ
き
を
、
之
の
字
を
加
へ
た
る
は
こ
ほ
ろ
ぎ
の
と
読
め
る
故
也
。
此
題
三
首
の
歌
皆
き

り
メ
＼
す
と
譲
み
て
は
字
徐
り
也
。
心
得
難
し
。
こ
ほ
ろ
ぎ
と
讃
ま
で
は
な
ら
ぬ
様
に
書
た
る
を
、
助
字
或
ひ
は
字
徐
り
な
ど
無
理
な
る

説
を
な
せ
り



秋
付

諸
抄
は
秋
に
な
り
た
る
と
云
意
と
稗
せ
り
。
秋
も
夜
寒
に
霜
降
る
頃
の
意
に
よ
め
る
歌
も
あ
れ
ば
、
秋
蚕
に
と
云
意
か
。
又
秋
暮

に
け
り
と
云
意
共
開
ゆ
る
也
。
付
は
壷
の
借
訓
又
秋
つ
く
れ
に
け
り
の
詞
共
聞
ゆ
る
也
。
暮
を
約
す
れ
ば
き
に
つ
に
ま
る
也
。
尤
秋
に
な

り
に
け
り
と
云
ふ
共
、
さ
し
て
か
ひ
無
か
る
べ
け
れ
共
、
付
を
成
と
云
の
義
不
v
詳
也
。
劃
が
刈
川
明
同

E
U剖
閥
引
制
刷
出
叫
J
M判
剖

聾
を
聞
け
ば
、
秋
に
な
り
け
り
と
云
ふ
語
如
何
に
も
不
v
演
説
也

と
し
、
「
巻
十
、
二
七
七
一
」
に
、

螺
の
字
計
を
書
た
る
事
心
得
難
し
。
聴
の
字
を
脱
せ
る
な
る
べ
し
。
是
も
仮
名
本
、
諸
抄
物
に
は
、
き
り
ぎ
り
す
と
訓
じ
た
り
。
是
迄
の

歌
、
悉
皆
字
余
り
に
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
歌
也
。
こ
ふ
ろ
ぎ
と
読
み
て
は
、
一
首
も
字
余
り
の
歌
は
無
き
也
。
き
れ
ば
こ
ふ
ろ
ぎ
と
訓
ず
べ

き
事
明
也
。

と
し
て
、
「
き
り
ぎ
り
す
」
と
五
一
音
で
読
む
と
字
余
り
と
な
る
か
ら
「
こ
ふ
ろ
ぎ
」
と
四
一
音
で
読
む
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
近
世
歌
学
上
の
主
張
で
あ
っ
て
、
『
万
葉
集
』
所
収
の
歌
が
歌
わ
れ
（
作
ら
れ
）
た
時
代
、
ま
た
、
編
集
さ
れ
た
時
代
に
戻
し
て
み

（注
3
〉

れ
ば
、
字
余
り
、
字
足
ら
ず
の
例
は
多
量
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
「
時
陣
・
螺
」
に
の
み
字
余
り
説
を
適
応
さ
せ
る
の
は
、
索
強
付
会
で
、

歴
史
的
事
実
を
歪
曲
し
た
妄
説
と
い
う
し
か
な
い
。
ま
た
、
季
節
と
し
て
、
「
時
雨
の
ふ
る
時
節
は
、
も
早
き
り
ん
＼
す
は
撃
を
出
す
も
の
に

あ
ら
ず
。
」
（
8
一
五
五
二
）
、

「
き
り
件
＼
す
は
、
仲
秋
の
頃
は
最
早
稀
に
鳴
く
也
。
夏
専
と
鳴
く
な
れ
ば
、
」
（
叩
一
二
五
八
）

・
「
き
り
ん
＼

す
は
夏
こ
そ
鳴
く
な
る
を
、
こ
れ
が
聾
を
聞
け
ば
、
秋
に
な
り
け
り
と
云
ふ
諜
如
何
に
も
不
v
構
説
也
。
」
（
叩
一
二
六

O
）
・
「
待
歓
と
は
、
文

選
等
に
も
蜂
一
居
間
v
秋
金
と
有
。
眠
障
は
秋
待
ち
て
鳴
く
も
の
な
れ
ば
也
」
（

m一
一
一
六
四
）
と
あ
っ
て
、
そ
の
鳴
く
斡
飢
を
も
う
一
つ
の
証
拠

に
も
し
て
い
る
が
、
こ
の
昆
虫
の
生
態
学
上
の
分
析
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
今
は
訓
み
に
つ
い
て
の
み
考
察
し
た
い
。
こ
の
字
余

コ
ホ
ロ
ギ
は
キ
リ
ギ
リ
ス



四

り
説
を
根
拠
と
す
る
「
コ
ホ
ロ
ギ
」
説
が
、
賀
茂
真
淵
『
万
葉
考
』
、
橘
千
蔭
『
万
葉
集
略
解
』
、
さ
ら
に
『
万
葉
集
古
義
』
を
経
て
、
現
代
の

諸
テ
キ
ス
ト
・
諸
注
釈
書
類
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
説

「
蛇
膝
・
蛇
」
を
「
コ
ホ
ロ
ギ
」
と
訓
む
説
は
、
そ
の
字
音
四
音
と
い
う
字
余
り
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
立
論
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、

『
万
葉
集
』
に
は
、
字
余
り
の
歌
は
か
な
り
の
量
に
の
ぼ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
論
拠
薄
弱
で
挙
証
責
任
に
欠
け
る
と
言
え
る
。

私
見
と
し
て
は
、

『
万
葉
代
匠
記
』
以
前
の
古
写
本
・
古
注
釈
類
が
「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
で
あ
る
こ
と
と
、
古
辞
書
類
が
「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
と
訓

読
し
て
い
る
と
い
う
こ
点
か
ら
「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
に
戻
す
べ
き
こ
と
を
強
く
提
言
し
た
い
。

さ
ら
に
、
古
代
歌
謡
の
「
神
楽
歌
」
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
代
歌
謡
集
』
（
小
西
甚
一
校
注
）
に
、

〈
き
り
ぎ
り
す

熔

鯨

55 

折を螺i
れ 膝f
ぬのす

妬2
さ本
慨i
さた

や

ぞ

の

ふ

ま

ぬ

御
園
生
に
参
り
て

木
の
根
を
掘
り
食
む
で

お
さ
ま
さ

角
折
れ
ぬ

お
さ
ま
さ

つ
の

お
さ
ま
さ
角

支
利
支
利
須
乃

佐
末
佐

於
佐
末
佐 祢

多
佐
宇
礼
太
佐

津
乃
於
礼
奴

也

見
曽
乃
不
仁
万
為
利
天

支
乃
祢
乎
保
利
波
武
天

遠
佐
末
佐

津
乃
遠
礼
奴

遠

お
さ
ま
さ

妬主末
さ
慨i
さた

み

そ

の

ふ

ま

ゐ

御
園
生
に
参
り
て

木
の
根
を
掘
り
食
む
で

お
さ
ま
さ

つ
の
を

角
折
れ
ぬ



於
左
末
左

祢
多
佐
宇
礼
多
佐

見
曽
乃
不
仁
末
伊
利
天

支
乃
祢
遠
本
利
波
牟
天

於
左
末
左

津
乃
遠
礼
奴

と
あ
っ
て
、
「
支
利
支
利
須
乃
」
と
仮
名
書
き
六
音
の
例
が
あ
り
、
『
梁
塵
秘
抄
』
四
句
神
歌
に
、

う
ば
ら

L
た

い

た

も

ふ

～

き

る

か

な

茨
こ
き
の
下
に
こ
そ
、
髄
が
笛
吹
き
猿
奏
で
、

か
い
奏
で
、
轟
轟
麿
め
て
拍
子
つ
く
、

ヌ
り
ぎ
り
す

た
て
牒
陣
は
、

鉦
鼓
の
／
＼
好
き
上
手
（
三
九
二
〉

と
あ
る
こ
と
な
ど
も
、
「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
説
を
補
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
『
新
撰
万
葉
集
』
（
詐
書
類
従
本
に
拠
る
）
上
、
秋
歌
品
川
六
首
の
中
、

① 

キ
カ
ゼ
ユ
ホ
コ
ロ
ピ
ヌ
ラ
シ
フ
ヂ
パ
カ
マ
ッ
．
、
リ
ザ
セ
ト
テ
キ
リ
／
＼
ス
ナ
ク

秋
風
丹
綻
沼
良
芝
藤
袴
額
刺
世
砥
手
養
鳴

商
隣
嫌
々
葉
軽
々
。
壁
恭
流
音
敷
慮
鳴
。
暁
露
鹿
鳴
花
始
襲
。

百
般
撃
折
一
枝
情
。

③ 

カ

ア

ハ

νト
オ
毛
フ
キ
リ
／
、
、
ス
ナ
タ
ユ
フ
グ

νノ
ヤ
マ
ト
ナ
ヂ
コ
シ

吾
而
己
哉
憐
砥
思
養
鳴
暮
景
之
倭
崖
褒

秋
来
暁
募
報
二
五
回
聾
一
螺
蜂
高
低
壁
下
鳴
。
駄
々
E
R
宵
驚
ν
驚
楳
（
眠
イ
）
慮
。

誰
言
愛
v
汝
最
丁
寧
。

＠ 

綿
T

爾
裳
風
之
涼
吹
塗
鹿
立
秋
田
砥
者
郁
子
裳
云
塞
里

出
髄
急
扇
物
光
哀
。
陸
一
一
一
是
矯
一
一
秋
気
早
来
↓
壁
芸
家
々
音
始
能
。
繋
芽
庭
々
等
初
開
。

＠ 

ア

キ

労

ピ

ノ

フ

キ

タ

テ

ヌ

レ

パ

キ

！

1λ
オ

ノ

ガ

ツ

ず

リ

ト

ヨ

ノ

ハ

ヲ

ゾ

サ

ス

秋
風
之
吹
立
沼
躍
者
養
己
欺
綴
砥
木
之
葉
緒
曽
刺

秋
風
燭
慮
養
鳴
。
紫
、
木
葉
零
堆
衣
一
車
。
夜
々
一
愁
音
侵
ニ
客
耳
↓
朝
々
徐
響
漏
ニ
庭
壇
↓

の
四
カ
所
に
、
「
螺
陣
1
例
・
養
5
例
」
が
あ
り
、
「
鯖
捌
」
の
例
は
な
い
。
①
の
歌
は
、
『
古
今
集
』
巻
十
九
・
雑
体
の
「
一

O
ニO
」
番
歌
で
、

小
倉
百
人
一
首
に
も
採
ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
、
「
寛
平
后
宮
歌
合
」
の
歌
で
、
在
原
棟
梁
の
作
。
＠
の
歌
は
、
『
後
撰
集
』
巻
五
・
秋
歌

コ
ホ
ロ
ギ
は
キ
リ
ギ
リ
ス

五



上
の
「
一
二
七
」
番
歌
で
、
「
是
貞
親
主
家
歌
合
」
の
歌
で
、
読
み
人
し
ら
ず
。
な
お
、
『
新
撰
寓
葉
集
』
撰
者
の
菅
原
道
真
の
詩
で
、
「
螺
陣
」

_,. 
ノ、

の
例
は
、
『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
「
感
ν
秋
」
（
一
一
二
ヱ
ハ
）
に
、
「
螺
降
雨
中
整
」
（
寛
平
二
年
作
）
が
あ
る
。

ま
た
、
『
和
名
類
緊
抄
』
の
編
者
で
あ
り
、
『
後
撰
集
』
の
撰
者
で
あ
り
、
万
葉
集
訓
点
作
業
を
し
た
源
順
の
詩
で
、
『
天
徳
三
年
闘
詩
行
事

（注
5
）

略
記
』
第
六
に
、
「
恭
声
入
v
夜
催
」
で
橘
直
幹
と
の
七
言
律
詩
が
あ
る
。

次
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
本
に
拠
る
）
上
、
秋
の
虫
に
、

7
 

ヮ“
内
〈

υ

せ

っ

せ

つ

あ

ん

ぷ

う

も

と

切
々
た
る
陪
窓
の
下

え

う

え

う

し

ん

長

う

う

ら

唆
々
た
る
深
草
の
中

し

ふ

秋
の
天
の
思
婦
の
心

し
う
じ
ん

雨
の
夜
の
愁
人
の
耳

白

曙
（
々
深
草
中

切

々

暗

窓

下

秋

天

思

婦

心

雨

夜

愁

人

耳

ね

む

ど

る

ふ

う

し

す

か

た

霜
草
枯
れ
な
ん
と
し
て
虫
の
思
ひ
苦
な
り
風
枝
い
ま
だ
定
ま
ら
ず
し
て
鳥
の
栖
む
こ
と
難
し

白

328 

白

329 

霜
草
欲
枯
虫
思
苦
風
校
未
定
鳥
栖
難

ゆ

か

発

ら

た

ん

さ

や

く

刑

制

劃

劇

ポ

i
i
l
t
い
そ
が
わ

床
に
は
嫌
ふ
短
脚
に
し
て
益
の
声
闘
し
き
こ
と
を

野や

o
 

q

、υ。
、d

山i
館L床
のん嫌
雨短
の脚
時益l
に声l
鳴聞
く
こ壁
と ！日元

自認
ら 鼠
暗孔
し穿

白

い

と

こ

う

し

ん

ね

ず

み

あ

な

う

が

壁
に
は
厭
ふ
空
心
に
し
て
鼠
の
孔
の
穿
た
る
る
こ
と
を

野や

亭正野
の
風
の
処

織
る

と
な
』ま
察

し

ち
ょ
〈
か
ん

直
幹

331 

山
館
雨
時
鳴
自
暗
野
一
千
風
処
織
猶
寒
直
幹

ふ

う

へ

ん

う

ら

ふ

う

ぶ

ん

そ

こ

ぎ

む

か

す

叢
辺
に
怨
み
遠
く
し
て
風
間
暗
し
壁
の
底
に
吟
幽
か
に
し
て
月
の
色
寒
し

順品
ん

332 

壁
底
吟

秋幽
の月
夜よ色

を 寒

ま叢
来こ切
む 怨
と遠

風
誰主開
頼2暗
め
け
む

333 

秋
の
夜
の

き
り
ぎ
り
す

い
た
く
な
鳴
き
そ

)I原
明
か
し
か
ね
つ
つ

ま
つ
虫
の
鳴
く

長
き
思
ひ
は

わ
れ
ぞ
ま
さ
れ
る

そ

せ

い

素
性



と
あ
っ
て
、
「
懸
陣
」
の
用
字
は
な
い
が
、
「
養
」
（
制
）
あ
る
い
は
「
き
り
ぎ
り
す
」
（
部
〉
と
あ
り
、
「
一
一
一
一
一
一

O
」
の
詩
は
、
橘
直
幹
の
詩
で
、

門注
S
V

こ
れ
は
、
菅
原
道
真
と
の
詩
合
せ
、
ヨ
大
徳
三
年
間
詩
行
事
略
記
』
に
載
る
「
恭
声
入
v
夜
催
」
の
右
方
の
詩
の
一
節
で
あ
り
、
「
一
一
一
一
一
一
一
」
が

左
方
の
源
順
の
詩
の
一
節
で
あ
る
。
「
三
二
九
」
の
「
養
声
」
は
、
頭
注
に
、

L
q
し
ゆ
っ
し
ゃ
，
か

『
詩
経
』
園
風
、
七
月
「
十
月
幡
陣
我
が
肱
下
に
入
る
」
。

と
あ
り
、
「
三
一
二

O
」
の
頭
注
に
、

『
文
選
』
古
詩
に
「
促
織
東
壁
に
鳴
く
ハ
春
秋
考
異
郵
に
日
く
、
立
秋
に
趣
織
鳴
く
。
宋
均
日
く
、
趣
織
は
轄
障
な
り
ど
と
あ
る
。

る
夜
、
き
り
ぎ
り
す
の
鳴
き
け
る
を
聞
き
て
よ
め
る

「
三
三
三
」
は
素
性
と
あ
る
が
、
『
古
今
集
』
秋
上
（
附
）
に
「
人
の
も
と
に
ま
か
れ
り
け

藤
原
忠
房
」
と
あ
る
。

と
あ
り
、
「
幡
陣
」
の
例
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

り室
、εな

「お
::z 、
ホ八
戸代
ギ集
」に

のお
例け
tまる
な「
いキ
。リ

ギ
リ
ス
'-

tま

「
古
今
6
・
後
撰
2
・
後
拾
遺
1
・
金
葉
1
・
千
載
2
・
新
古
今
6
」

の
計
四
例
が
あ

以
上
、
奈
良
・
平
安
中
期
ぐ
ら
い
ま
で
の
ひ
と
つ
の
傾
向
と
し
て
、
『
万
葉
集
』
を
よ
く
読
ん
だ
、
菅
原
道
真
・
源
順
あ
た
り
が
、
中
国
詩

文
の
「
養
・
螺
陣
」
を
下
敷
き
に
、
「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
を
歌
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
見
て
、
『
万
葉
集
』
の
「
聴
陣
’
・
螺
」
は
、
「
キ
リ
ギ

リ
ス
」
と
読
ん
で
い
た
こ
と
が
傍
証
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

コ
ホ
ロ
ギ
は
キ
リ
ギ
リ
ス

七



/¥ 

七
、
中
国
の
詩
文
の
影
響

中
国
文
学
の
影
響
と
し
て
は
、
先
ず
『
詩
経
』
で
あ
る
。
ヨ
百
経
』
に
は
、
二
カ
所
に
「
熔
僻
」
が
主
要
な
詩
材
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、
「
唐
風
」
の
初
め
に
あ
る
「
螺
鯨
」
で
あ
る
。
（
集
英
社
版
『
漢
詩
大
系
』
の
ち
『
漢
詩
選
』
の
『
詩
経
』
（
高
田
県
治
）
に
拠
る
〉

今

我

不

繁

日
月
其
除

集2己注今旨権与
もよだは 陣与螺与

みさi我主堂2枯し
＋内 V」 bア 繋宇中

E康苦笑店主ぁ っ
すむしまし

荒き り
-i-. 無なす
どかん
Eれば

ダ職E日E芝E
れとく月Z甘そ

し其そす

良iて J れき葺く
う其y 除 』

土 し の ら ゲ
は居iん’u

塵〈を
塵く思t

"" 

歳t

蛇

対；

蛇

齢

在

堂

歳

章

其

莫

無

己

大

康

職

思

其

居

好

祭

無

荒

良

土

壁

犀

と
お
ろ
ぎ

R
う

な

と

し

く

岬
総
帥
併
が
堂
に
鳴
く
歳
も
暮
れ
よ
う
と
す
る

い

ま

う

ち

た

の

つ

身

ひ

ず

さ

今
の
中
に
楽
し
ま
ね
ば
月
日
は
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
う

た

の

ふ

け

か

ぎ

よ

う

お

と

た

だ
が
楽
し
み
に
耽
っ
て
家
業
を
怠
っ
て
は
な
ら
ぬ

た

の

お

ぽ

ひ

と

つ

つ

も

楽
し
み
に
溺
れ
る
な
す
ぐ
れ
た
人
は
慎
し
み
を
持
つ

こ
れ
は
、

あ
は
れ

熔
蜂
は
、
菅
の
信
公
を
刺
る
な
り
。
倹
、
礼
に
中
ら
ず
、
故
に
是
の
詩
を
作
っ
て
以
て
之
を
関
む
。
其
の
時
に
及
ん
で
礼
を
以
て
船
山
り
虞



楽
せ
ん
こ
と
を
欲
す
る
な
り
。
此
れ
菅
な
り
。
而
る
に
之
を
唐
と
謂
ふ
は
、
其
の
風
俗
に
本
く
。
憂
へ
深
く
思
ひ
遠
く
、
倹
に
し
て
礼
を

用
ふ
。
乃
ち
売
の
遺
風
有
り
。
（
『
詩
序
』
）

唐
の
俗
、
勤
倹
な
り
。
故
に
其
の
民
間
、
終
歳
労
苦
し
て
、
敢
て
少
し
も
休
せ
ず
。
其
の
歳
町
れ
務
め
聞
な
る
時
に
及
ん
で
、
乃
ち
敢
て

と
、
此
の
如
し
。
（
『
集
伝
』
〉

相
与
に
燕
飲
し
、
楽
為
し
て
言
ふ
一
五
々
。
其
の
憂
へ
深
く
し
て
思
ひ
遠
き
な
り
。
蓋
し
其
の
民
俗
の
厚
く
し
て
、
前
聖
遺
風
の
遠
き
こ

月
」
の
「
蝶
蜂
」
の
影
響
が
大
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
第
一
聯
は
、

と
あ
っ
て
、
「
蛇
僻
在
堂
」
と
い
う
用
例
は
、
『
万
葉
集
』
の
「
蛇
僻
」
の
歌
の
典
拠
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
も
う
一
つ
の
「
園
風
」
の
「
七

五
月
斯
議
動
股

ご

ぐ

わ

っ

し

f
う

と

う

ご

五
月
に
斯
議
股
を
動
か
す

ろ
く
ぐ
わ
っ
き
け
い
は
ね
ふ
る

六
月
に
苦
難
羽
を
振
ふ

L
ち
ぐ
わ
っ
ゃ
あ

七
月
野
に
在
り

は
も
ぐ
わ
っ
う
あ

八
月
字
に
在
り

く

ぐ

わ

っ

こ

あ

九
月
戸
に
在
り

じ
ふ
ぐ
わ
っ

L
つ
し
ゆ
っ
わ
じ
ゃ
ろ
か

十
月
に
は
螺
陣
我
が
林
下
に
入
る

き

ゅ

う

%

っ

そ

〈

ん

寄
窒
し
て
鼠
を
窯
じ

ふ

さ

こ

血

向
を
塞
ぎ
戸
を
埋
る

あ

あ

わ

ふ

し

瑳
我
が
婦
子

と

と

か

い

き

い

た

日
に
改
歳
の
為
め
に

し

つ

い

を

此
の
室
に
入
り
て
処
れ

六
月
苦
難
振
羽

七
月
在
野

八
月
在
宇

九
月
在
戸

十
月
蛇
僻
入
我
林
下

号
室
重
一
鼠

塞
向
樫
戸

嵯
我
婦
子

日
為
改
歳

入
此
室
処

コ
ホ
ロ
、
ギ
は
キ
り
ギ
リ
ス

ご

が

つ

い

な

ご

ま

た

う

ご

な

五
月
に
は
斯
盆
が
股
を
動
か
し
て
鳴
き

ろ

く

が

つ

は

た

お

り

は

ね

ふ

と

六
月
に
は
審
難
が
羽
を
振
っ
て
飛
ぶ

L
ち

が

つ

失

り

ぎ

り

ず

の

な

七
月
に
は
螺
障
が
野
に
鳴
き

は

ち

が

つ

の

き

ち

か

八
月
に
は
宇
に
近
づ
き

〈

が

っ

と

ぐ

ち

九
月
に
は
戸
口
に

じ

ゅ

う

が

っ

と

こ

し

た

な

十
月
に
は
駄
の
下
で
鳴
く

す

含

ま

ね

ず

み

だ

隙
聞
を
ふ
さ
い
で
鼠
を
い
ぶ
し
出
し

芳

た

ま

と

と

ぴ

ら

あ

み

ぬ

北
窓
を
ふ
さ
い
で
扉
の
編
を
塗
る

や

よ

め

と

ら

あ
あ
わ
が
家
の
嫁
や
子
等
ょ

と

し

あ

ら

た

歳
が
改
ま
る
の
で

へ

や

と

し

む

か

室
に
い
て
歳
を
迎
え
よ
う

一九



二
O

き

り

ぎ

り

す

！

向

き

と
あ
っ
て
、
「
聴
僻
は
、
七
月
に
は
野
原
に
居
る
が
、
寒
さ
が
近
づ
く
と
、
次
第
に
人
家
に
近
づ
い
て
来
て
、
八
月
に
は
震
の
下
に
近
づ
き
、
九

ル＝』

月
に
は
一
戸
口
の
と
こ
ろ
ま
で
来
る
よ
う
に
な
り
、
十
月
に
は
床
の
下
ま
で
も
ぐ
り
こ
ん
で
鳴
く
よ
う
に
な
り
、
虫
の
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

も
、
案
、
ぃ
冬
が
迫
っ
て
来
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
」
と
い
う
こ
の
詩
が
、
お
そ
ら
く
、
『
万
葉
集
』
を
は
じ
め
、
平
安
朝
の
詩
人
、
歌
人
た
ち
の

「
蛇
体
・
議
」
の
重
要
な
下
敷
き
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
で
き
る
。

な
お
、
『
文
選
』
に
も
多
く
の
典
拠
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

い
く
つ
か
を
示
し
て
み
れ
ば
、
「
巻
第
二
十
九
」
の
「
雑
詩
上
、
古
詩
十
九

首
」
に
、

長明
風月
懐校
苦夜
心光
附促
矧織
餌鳴
周東
側壁
毛毛也l春
詩詩立秋
序回私考
日鵡女異
賂彼功郵
僻長会、日
倹風故立
刑ljl跨趣秋
音彼之趣
億北檀l織
公林言己｜鳴
倹未日｜宋
不見季｜均
中君夏｜臼
徳子総｜趣
漢憂撚｜織
書心在｜燃
景欽壁！鱈
帝欽
日蒼
局韻
促篇
効目
醸懐
下抱
駒也

と
あ
り
、
「
巻
三
十
三
」
「
九
捧
五
首
」
に
、

哀
蛇
蜂
之
宵
征
軍
芝
陣
同
明
放
棄
霊
－
嘩
池
崎
県
征
調
七
月
在

野
八
月
在
字
九
月
在
同
制
加
鰐
降
入
我
抹
下
是
其
宵
征
行
也

と
あ
り
、
こ
の
「
九
緯
五
首
」
は
、
『
楚
辞
』
巻
第
八
「
九
辞
意
句
第
八
（
宋
玉
之
所
作
也
ど
と
あ
る
。
こ
う
し
た
詩
句
が
、
湯
原
玉
を
は
じ

め
と
す
る
万
葉
集
第
四
期
の
歌
人
た
ち
に
受
容
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

『
文
選
』
の
例
を
示
し
た
の
で
、
つ
い
で
に
補
足
と
し
て
、
『
文
選
読
み
」
の
例
と
し
て
、
「
憶
障
」
が
「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
と
訓
読
さ
れ
て
い

た
好
例
を
語
り
物
の
『
平
家
物
語
』
巻
第
七
「
福
原
落
ち
」
の
最
後
の
段
落
に
、



ふ

く

は

ら

だ

い

り

ひ

し

中

し

庖

う

た

て

ま

つ

り

ふ

ね

人

A

こ

た

ら

ほ

〆

』

《

ど

も

》

こ

品

あ
け
ぬ
れ
ば
、
福
原
の
内
裏
に
火
を
か
け
て
、
主
上
を
は
じ
め
奉
て
、
人
々
み
な
御
舟
に
め
ず
。
都
を
立
し
程
こ
そ
な
け
れ
共
、
是

な

ど

り

あ

ま

も

ゆ

ふ

け

ぶ

り

お

の

へ

し

か

あ

か

つ

き

な

さ

さ

ノ

＼

な

併

を

と

そ

で

府

ど

か

け

も
名
残
は
お
し
か
り
け
り
。
海
人
の
た
く
藻
の
夕
煙
、
尾
上
の
鹿
の
暁
の
こ
ゑ
、
渚
々
に
ょ
す
る
浪
の
音
、
袖
に
宿
か
る
月
の
影
、
千

〈

さ

ペ

し

っ

そ

っ

】

め

み

ふ

こ

と

ひ

と

つ

あ

は

れ

と

ふ

ろ

こ

と

草
に
す
だ
く
蝶
障
の
き
り
λ
＼
す
、
す
べ
て
自
に
見
え
耳
に
ふ
る
L
事
、
一
と
し
て
哀
を
も
よ
ほ
し
、
心
を
い
た
ま
し
め
ず
と
い
ふ
事
な

き

の

ふ

と

う

く

わ

ん

ふ

も

と

ま

ん

よ

き

け

ふ

さ

い

か

い

な

み

と

、

づ

な

せ

ん

よ

う

ん

か

い

ち

ん

ノ

＼

せ

い

し
。
昨
日
は
東
関
の
麓
に
く
つ
ば
み
を
な
ら
べ
て
十
万
余
騎
、
今
日
は
西
海
の
浪
に
績
を
と
い
て
七
千
余
人
、
雲
海
沈
々
と
し
て
、
青

で

ん

ず

で

こ

た

う

せ

き

む

へ

た

か

い

し

ゃ

う

き

ょ

〈

ほ

な

み

し

は

ゆ

く

ふ

ね

な

か

ぞ

ら

〈

も

天
既
に
く
れ
な
ん
と
す
。
孤
嶋
に
タ
霧
隔
で
、
月
海
上
に
う
か
ベ
り
。
極
浦
の
浪
を
わ
け
、
塩
に
ひ
か
れ
て
行
舟
は
、
半
天
の
雲
に
さ
か

み

や

と

す

で

さ

ん

せ

ん

ほ

ど

へ

だ

τ

く

も

ゐ

〈

来

〉

の
ぼ
る
。
日
か
ず
ふ
れ
ば
、
都
は
既
に
山
川
程
を
隔
て
、
雲
居
の
よ
そ
に
ぞ
な
り
に
け
る
。
は
る
λ
＼
き
ぬ
と
お
も
ふ
に
も
、
た
い
ム
つ
き

な

人

だ

門

な

り

】

な

み

う

へ

し

ろ

と

り

あ

り

は

ら

（

隅

）

だ

が

よ

せ
ぬ
物
は
一
民
也
。
浪
の
上
に
白
き
鳥
の
む
れ
ゐ
る
を
み
給
ひ
て
は
、
か
れ
な
ら
ん
、
在
原
の
な
に
が
し
の
、
す
み
田
川
に
て
こ
と
と
ひ

な

－

H
b

こ

ど

り

あ

は

れ

〈

な

り

〉

じ

ゆ

え

い

ね

ん

へ

い

け

ム

均

こ

お

ち

け
ん
、
名
も
む
つ
ま
じ
き
都
鳥
に
や
と
哀
也
。
寿
永
二
年
七
月
廿
五
日
に
平
家
都
を
落
は
て
ぬ
。

と
あ
っ
て
、
「
螺
僻
の
き
り
ん
＼
す
」
は
、
文
選
読
み
の
例
で
、
「
蛇
解
」
の
訓
が
「
コ
ホ
ロ
ギ
」
で
な
く
、
「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
明
ら
か
な
証
拠
で
あ
る
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、
万
葉
集
の
第
四
期
の
人
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
作
品
『
玉
台
新
詠
集
』
（
岩
波
文
庫
『
玉
台
新
一
散
集
』
鈴
木
虎
雄
訳
解
に

拠
る
）
に
は
、

蛇
僻
傷
局
促
（
巻
一
、
雑
詩
九
首
の
同
「
東
城
高
且
長
」
）

涼
風
動
秋
草

螺
蜂
在
v
堂
露
盈
階 螺

蜂
鳴
相
随
（
巻
二
、
説
文
一
帝
於
清
河
見
軌
船
土
新
婚
興
妻
別
一
首
）

念
ニ
君
遠
遊
一
常
苦
悲
（
巻
九
、
陸
機
楽
府
燕
歌
行
一
首
）

の
コ
一
例
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
養
」
は
巻
十
「
秋
風
歌
」
に
一
例
あ
る
。
た
だ
し
、
「
鯖
捌
」
の
例
は
な
い
。
ま
た
、
『
王
台
新
詠
実

コ
ホ
ロ
ギ
は
キ
り
ギ
p
ス



註
』
に
は
、

螺
蜂
夜
鳴
断
人
腸

夜
長
思
君
心
飛
揚
（
巻
九
、
「
秋
風
歌
」
）

と
あ
り
、
「
養
」
は
、
「
巻
十
、
秋
風
二
首
」
に
一
例
あ
る
。
た
だ
し
、
「
賄
側
」
の
例
は
な
い
。

以
上
、
中
国
詩
文
の
い
く
つ
か
の
例
を
見
て
み
た
が
、
万
葉
集
時
代
の
、
と
く
に
、
湯
原
王
の
周
辺
｜
つ
ま
り
、
万
葉
集
編
纂
の
有
力
候
補

で
あ
る
大
伴
家
持
も
含
め
て
ー
で
は
、
「
時
蜂
・
螺
」
は
、
秋
の
虫
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
と
訓
ま
れ
て
い
た
は
ず

で
、
そ
れ
が
、
文
芸
的
伝
統
と
し
て
平
安
朝
の
文
人
・
歌
人
た
ち
に
継
承
さ
れ
て
行
き
、
『
文
選
』
李
菩
注
に
「
察
巴
月
令
章
句
目
、
時
陣
、

虫
名
、
俗
調
＝
之
鯖
例
－
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
、
「
コ
ホ
ロ
ギ
」
は
俗
語
と
し
て
避
け
ら
れ
て
、
「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
が
雅
語
歌
語
ハ
文
芸
的
用

語
）
と
し
て
、
多
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
と
推
定
で
き
よ
う
。

j＼、

お
わ
り
に

以
上
、
古
辞
書
等
を
例
証
に
『
万
葉
集
』
中
の
「
螺
蜂
・
牒
」
は
、
「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
と
訓
む
べ
き
こ
と
の
み
を
指
摘
し
た
が
、
「
キ
リ
ギ
リ

ス
」
と
歌
わ
れ
た
昆
虫
が
、
今
の
コ
オ
ロ
ギ
か
キ
リ
ギ
リ
ス
か
、
あ
る
い
は
、
秋
の
鳴
く
虫
の
総
称
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
後
考
を
侯

つ
こ
と
と
し
、
紙
幅
の
制
約
も
あ
る
の
で
、
筆
を
摘
く
こ
と
と
し
、
大
方
の
御
教
示
を
乞
う
こ
と
と
し
た
い
。



『
万
葉
集
事
典
』
（
『
別
冊
国
文
学
必
』
平
成
5
年
8
月
）
の
「
万
葉
集
名
歌
事
典
l
万
葉
名
歌
百
首
」
の
「
8
・
一
五
五
二
」
〔
毛
利
正
守
、
執
筆
〉
に
、

ち
な
み
に
漢
詩
の
世
界
を
眺
め
る
と
、
す
で
に
、
月
と
露
と
の
情
景
に
聴
覚
の
熔
蜂
の
鳴
く
声
を
配
し
た
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
耳
目
の

ま
ゐ
怖
く

藩
一
岳
「
秋
興
賦
」
（
『
文
選
』
巻
二
二
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
繊
細
な
素
材
は
同
時
に
悲
秋
の
景
物
で
も
あ
る
。
『
古
今
集
』
以
降
の
悲
秋
を
先

取
り
し
た
感
の
あ
る
湯
原
玉
の
こ
の
歌
も
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
中
国
文
学
の
影
響
の
も
と
に
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

ル
？
あ
る
。

（注
2
）
『
大
日
本
国
語
辞
典
』
（
上
回
万
年
、
松
井
筒
治
。
大
正
4
年
初
版
）
の
凡
例
に
、

蔦
葉
集
の
如
き
、
諸
家
の
説
に
よ
り
て
訓
譲
に
異
同
あ
る
も
の
は
、
高
葉
集
略
解
を
本
と
し
、
高
葉
集
古
義
其
の
他
諸
家
の
訓
に
は
、
一
一
古
義
或

は
誰
莱
の
訓
な
ど
記
し
、
略
解
の
み
は
特
に
之
を
記
さ
ず
、
両
説
の
決
し
難
き
は
各
僚
に
之
を
奉
げ
、
妄
に
之
を
改
削
せ
ず
。

と
あ
っ
て
、
『
略
解
』
を
主
と
し
て
お
り
、
「
こ
ほ
ろ
ぎ
」
（
膝
蝉
〉
の
項
に
、
万
葉
集
の
「
8
・
一
五
五
一
、
叩
・
二
一
五
八
」
を
挙
げ
て
い
る
。

（注
3
）
『
万
葉
集
童
蒙
抄
』
自
体
に
、
字
余
り
・
字
足
ら
ず
の
例
は
多
い
。
当
該
歌
の
前
後
の
字
余
り
歌
の
明
ら
か
な
例
を
次
に
示
せ
ば
、

伊
香
山
野
漫
爾
開
有
芽
子
見
者
公
之
家
有
尾
花
之
所
念

い
か
こ
や
ま
、
の
ベ
に
さ
き
た
る
、
は
ぎ
み
れ
ば
、
き
み
が
家
な
る
、
剖
叫
剖
U
剖
判
叫
ふ
ハ
8
一
五
一
一
一
一
一
一
。
笠
金
村
作
〉

黄
葉
乃
遜
麻
久
惜
美
思
共
遊
今
夜
者
不
開
毛
有
奴
呑

も
み
ぢ
ば
の
、
す
ぎ
ま
く
を
し
み
、
お
も
ふ
と
ぢ
、
あ
そ
ぶ
こ
よ
ひ
は
、
制
刑
引
制
制
叫
叫
か
（
8
一
五
九
一
。
大
伴
家
持
作
）

山
遠
京
爾
之
有
者
狭
小
牡
鹿
之
妻
呼
音
乏
毛
有
香

や
ま
と
ほ
き
、
さ
と
に
し
あ
れ
ば
、
さ
を
し
か
の
、
つ
ま
よ
ぶ
こ
ゑ
は
、
剖
削
U
U削
割
引
州
（
叩
一
一
一
一
五
一
）

白
露
乎
取
者
可
消
去
来
子
等
露
爾
争
而
芽
子
之
遊
賂
潟

し
ら
っ
ゆ
を
、
と
ら
ば
け
ぬ
ベ
し
、
い
さ
や
こ
ら
、
っ
ゅ
に
き
そ
ひ
て
、
は
ぎ
の
あ
そ
び
せ
ん
（
叩
一
二
七
一
二
〉

。
。

ι
u
向
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q
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n
υ
1
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凸
u
q
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弓
’
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A
U同

D
9
h
M
a
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d
h
U
0
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O

と
あ
り
、
他
に
、
「
巻
八
」
に
は
、
お
例
門
H
U
m制
必

店

W
C
C
M叩
川
明
日
日
開
問
団
四
回
印
臼
臼
回
日
日
制
〕
あ
り
、
「
巻
十
」
に
は
、
日
例
〔

m
m田
朗
朗

τ
A
1＆
唱
目
企
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1
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z
u
弓
4
n
a
n
o
a
a
τ
A
U
A
U
A
U
F
O
O
O
曹

A
A
U
’
よ

A
U
唱
止
の

L
n目
、
ム

E
U
n
v
n
U
内，

u
n
O
P
O
O
O
の
4
q
o
n
4
0
0
司

4
P
O
O
O
A
U
d告
n
U
A
U
噌
ム
巧
，
可
d
n日
A
U
唱
よ
内

4
弓
4

卸
抑
制
部

Mmm回
目
∞

m
ω
ω
m
m町
随
閲

ω
m
m
u
u
u
m
m加
盟

n
n
nお
お
初

mm出
幻

m
m羽
m
m初
旬
担
問
曲
泊
犯
M
M
M
M〕
あ
る
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1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
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2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
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ハ注
4
〉
後
掲
の
『
詩
経
』
「
園
風
」
の
「
七
月
」
に
、
「
十
月
総
降
入
我
林
下
」
と
あ
り
、
『
枕
草
子
』
「
あ
は
れ
な
る
も
の
」
の
段
に
、

に
は
と

P

い
だ

九
月
つ
ご
も
り
、
十
月
つ
い
た
ち
、
た
だ
あ
る
か
な
き
か
に
聞
き
わ
け
た
る
き
り
ぎ
り
す
の
声
。
鶏
の
子
抱
き
て
伏
し
た
る
。

と
あ
り
、
ま
た
、
「
虫
は
」
の
段
に
、

（
注
1〉

ロ
ホ
ロ
ギ
は
キ

P
ギ
リ
ス

一一一一一



二
四

て

ゐ

陪

た

る

み

の

む

し

虫
は
、
鈴
虫
。
松
虫
。
は
た
お
り
。
き
り
ぎ
り
す
。
蝶
。
わ
れ
か
ら
。
ひ
を
む
し
。
蛍
。
蓑
虫
、
い
と
あ
は
れ
な
り
。

と
あ
る
。

〈注
5
）
『
天
徳
三
年
闘
詩
行
事
略
記
』
〈
群
書
類
従
巻
百
三
十
四
〉
に
、

劃
同
入
v
夜
催
。
町
一
一
榔

左

。

順

義
声
切
切
夜
漫
漫
。
敵
ν
枕
還
忘
玉
漏
開
。
不
v
奈
臆
姑
喧
ニ
岸
柳
吋
何
憐
絡
緯
織
ニ
庭
蘭
工
緊
漫
怨
遠
風
間
暗
。
国
劃
川
崎
幽
月
色
寒
。
傾
ν
耳
誰
無
ニ

秋
興
動
↓
昔
鳴
ニ
軒
扉
目
感
ニ
潜
安
↓

右

。

直

幹

益
喧
ニ
暮
州
一
夜
更
開
。
月
影
初
斜
露
色
園
。
山
舘
雨
時
鳴
自
陪
。
野
亭
風
慮
織
猶
寒
。
林
辺
響
遠
秋
心
急
。
枕
上
盤
徐
暁
夢
残
。
徳
及
－
一
昆
虫
微

細
類
↓
口
口
得
ν
令
v
出
ニ
薬
端
↓

時
魁
漸
久
。
殊
有
－
一
勅
定
↓
以
ν
左
篤
ν
勝
。
勧
v
盃
如
v
先。

と
あ
る
。

日
u
o
o
d峰
三
包
。
h
n
U

ヴ’o
o

q

O

Q

u

q

v

つ

ム

の

h
n
i
。
o
n
b
o
O内
u

（注
6
）
古
今
6
〔
mm印
刷
“
お
必
回
〕
・
後
援
2
〔
お
お
〕
・
後
拾
遺
1
〔
幻
〕
・
金
葉
1
〔
幻
〕
・
千
載
2
〔
辺
部
〕
・
新
古
今
6
〔
U
日
日
開
山
お
加
〕

司
a
A

唱’A

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
大
妻
女
子
大
学
国
文
学
会
第
貯
回
研
究
例
会
（
平
成
9
年
7
月
5
日
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
要
旨
の
み
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

後
日
、
柳
沢
良
一
「
き
り
ぎ
り
す
考
｜
虫
の
文
学
史
の
試
み
｜
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
加
号
、
平
成
9
年
日
月
特
集
号
〉
と
い
う
好
論
を
い
知
り
得
た

が
、
本
稿
に
活
用
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
後
考
に
譲
る
こ
と
と
し
た
。


